
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

平
戸
市
役
所
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
25

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
平
戸
市
議
会
で
、
平
戸
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
、

　

町
田
和
正
氏
が
４
月
１
日
付
（
任
期
４
年
）
で
新
し
い
副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

新副市長

　町田　和正氏 （65）
【略歴】　山口大学経済学部卒業。昭和49年に長

崎県職員に採用され、産業労働部雇用労政課長、

産業労働部次長などを歴任。県庁退職後、（社）

長崎県物産振興協会専務理事、（公財）ながさき

地域政策研究所事務局長を経て、平成28年４月

から平戸市副市長に就任。任期は、平成32年３

月31日までの4年間

　

こ
の
た
び
、
副
市
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、

全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
平
戸
市
で
、

市
政
の
一
端
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

誠
に
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
生
月
町
に
生
ま
れ
、
猶
興
館
高

等
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
、

亀
岡
公
園
の
桜
並
木
な
ど
を
見
て
、
あ
ら

た
め
て
故
郷
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
産
業
を
振
興
し
、
働
く

場
を
創
る
た
め
の
仕
事
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、
平
戸
の
発

展
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

平
戸
は「
も
の
」「
こ
と
」「
風
景
」ど
れ
を

取
っ
て
も
宝
島
と
い
え
る
地
域
で
す
。
そ
れ

を
磨
い
て
輝
か
せ
る
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
力
が
必
要
で
す
。
市
長
を
補
佐
し
、

元
気
な
平
戸
を
次
世
代
に
残
す
た
め
、
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
平
戸

市
副
市
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
の
３
年
間
、
大
過
な
く
職
務

を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
ご
支
援
の
た
ま

も
の
で
あ
る
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
る
と
、
こ
の
３
年
間
は
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
直
面
し
た
ど

の
課
題
に
対
し
て
も
、
平
戸
市
の
た
め
に

と
い
う
思
い
で
最
善
の
判
断
と
対
応
を
し

て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
厳
し
い
ご
意
見
も
い
た
だ
き
、

基
礎
自
治
体
と
し
て
の
厳
し
さ
を
身
を
も
っ

て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
平
戸
を
離
れ
、
県
庁
に
戻
る

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
恩
義
に
報
い
る
べ

く
、
職
務
に
精
励
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
れ
ま
で
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
厚
情
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
平
戸
市
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

前副市長

　 寺田  勝嘉 氏 (57)

「⽥の浦さわやかクラブ」
　平成 27 年 11 月に「田の浦さわやかクラブ」を立ち上げました。

　このクラブは毎週月曜に、50 歳代から 80 歳代までの皆さんが集

まって、仲良く活動をしています。

　主な活動は、まず「平戸よかよか体操」をして体をほぐした後、お手

玉を使った手遊びや、戦時中のなじみの深い歌を歌いながら、体を

使った遊びをしています。　

　その後の茶話会では、イモの蒸し物や千枚漬け、マルボーロなど手

作りの品を毎回持ち寄り、レシピを教え合ったり、お互いの体調を気

にかけあったりしています。

Interview

　

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、
身
近
な
地
区
公
民
館
な
ど
で
健
康
体
操「
平
戸
よ
か
よ

か
体
操
」を
行
う
場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、各
地
区
の「
高
齢
者
の
通
い
の
場
」を
毎
月
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

   

■
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
高
齢
者
支
援
班（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

内
線
2
5
8
6

活 動 日／毎週月曜　午後１時30分から

活動場所／田の浦公会堂

対 象 者／田の浦地区とその周辺地区

代　　表／魚谷テルミ

連 絡 先／ 23-3174

田の浦

さわやかクラブ

魚谷　テルミ さん
（大久保町）

代表
うおたに
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　実は、10年以上前から地元で定期的に交
流する場を作ろうかと話し合っていましたが、
その当時は周囲も私も年齢が若く、体も元気
だったので、必要と感じませんでした。
　しかし、年齢とともにしびれや痛みで歩き
づらくなったり、外に出て人と交流することが
できなくなることを身に染みて実感したことで、
地元で体操・交流できる場が必要とあらため
て思い、このクラブを立ち上げました。
　お誕生会を入れるなど楽しい内容を企画し、
皆さんに喜んでもらえるよう頑張りたいと思い
ます。

まちだ　　　　　　　　　　　　　かずまさ

てらだ　　　　　　　　　　かつよし
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広
報
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ら
ど
　
平
成
28年
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４月19日（火） 開場18：30 ／開演19：00 開場18：30 ／開演19：00
平戸文化センター 中ホール平戸文化センター 中ホール（平戸市岩の上町1529）（平戸市岩の上町1529）

音楽を聴く会音楽を聴く会
￥２，００００００ ※チケット売上の一部は平戸二度咲きさくらの保護・※チケット売上の一部は平戸二度咲きさくらの保護・

　植樹に寄付致します。　植樹に寄付致します。

日　時日　時
場　所場　所
主　催主　催
入場料入場料
申込み・お問い合せ　☎申込み・お問い合せ　☎２２－４０６９２２－４０６９（音楽を聴く会）（音楽を聴く会）

４月19日（火） 開場18：30 ／開演19：00
平戸文化センター 中ホール（平戸市岩の上町1529）
音楽を聴く会
￥２，０００ ※チケット売上の一部は平戸二度咲きさくらの保護・

　植樹に寄付致します。

日　時
場　所
主　催
入場料
申込み・お問い合せ　☎２２－４０６９（音楽を聴く会）

松口ようこコンサート（ピアノ弾き語り）

ゲスト：門谷憲二（作詞家）
平戸市出身。1970年代の日本を代表する作
詞家の一人で、作詞した曲は1500曲を越える。
主な楽曲は布施明「君はバラより美しい」、山
口百恵「ほほえみのむこう側」、泉谷しげる「白
雪姫の毒リンゴ」ほか。作家として「エレック
レコードの時代」「クラウド」等、著作多数。

広報ひらど 平成28年４月15日号 2Hirado City Public Relations,2016.4.153

松 田　隆 也

度 嶋　　　悟

田 中　幸 治

山　口　アヤ子

林　　　義　文

楠　富　二三代

石 田　篤 男

増 田　賢 志

藤 山　修 一

鴛 渕　忠 司

横 山　勇 記

尾　﨑　利 美

山 川　政 幸

百 枝　史 朗

井 上　直 美

山 下　　　実

松 田　範 夫

今 村　達 也

染 川　勝 英

白 石　二 也

川 内　啓 明

吉 田　幸 洋

舩 原　正 司

下 川　隆 利

村 田　　　勝

川 上　利 之

大 浦　雄 二

山 下　正 剛

山 村　一 男

加　藤　麻由美

永 田　國 治

岡　　　康 則

白 石　　　剛

加 藤　栄 一

吉 村　藤 夫

佐々木　信　二

宮 島　道 幸

石 山　寿 江

永　田　健　治

田 中　和 広

平 松　繁 己

松 本　幸 盛

松 本　　　久

篠　崎　まゆみ

森 川　享 子

橋　口　よしえ

村 川　　　宏

大 石　敏 弘

村 川　安 亨

末 永　聖 子

松 山 儀 博

石 橋　国 弘

立 石　哲 也

久保川　宏　和

工 藤　大 介

吉 沢　岳 虎

大 浦　　　貢

川 口　智 和

大 石　宇 一

本 山　繁 治

西 澤　利 博

豊 住　三 郎

富 村　昌 司

鮫 島　志 郎

村 山　謙 治

松 本　千 信

岩 村 誠 一

濵 田　静 代

大 川　勝 史

小 髙　理 恵

部長　

課長

行政班長　

秘書班長

所長

所長

行革推進班長

財政班長

企画統計班長

契約管財班長　

住民税班長

課長　

国保年金班長

参事監兼介護保険班長

高齢者支援班長

高齢者支援班係長

部長

交流推進班長

部長　

理事（公社担当）

課長

参事監

課長　

参事兼漁港港湾班長

課長

部長

課長

道路建設班長

地籍調査班係長

参事兼総務班長

施設給水班係長

事務局長　

議事・調査班長

事務局長兼選挙管理委員会事務局長

事務局長

教育次長

課長　

総務施設班長

参事監兼指導主事

課長

参事監兼スポーツ推進班長

スポーツ推進班係長

生涯学習推進班長

館長兼永田記念図書館長

副館長

参事兼係長

係長　

参事兼係長

係長　

参事兼係長

参事兼係長

出張所長

参事監兼市民協働班長

支所長

課長

参事兼市民協働班長兼大島診療所事務長

参事兼交通船班長

次長兼予防課長

総務課長

署長

副隊長兼消防本部救急救助係長

生月出張所長

大島出張所長

医療監　

リハビリテーション班長

総看護師長

総技師長兼放射線班長

看護師長兼一般病棟看護班長

技師長兼リハビリテーション班長

看護師主任

監査委員事務局長兼選挙管理委員会事務局長

総務部総務課長兼行政班長

財務部企画財政課財政班長

田平支所地域振興課市民協働班係長

ふれあいセンタ ー館長兼中部公民館長兼永田記念図書館長

南部出張所係長

教育委員会教育総務課総務施設班長

財務部企画財政課主査

財務部税務課住民税班長

市民福祉部市民課国保年金班長

市民福祉部福祉課介護保険班長

総務部総務課秘書班長

財務部企画財政課企画統計班長

教育委員会田平分室長

財務部税務課総務徴収班係長

生涯学習課生涯学習推進班長

教育委員会教育次長兼教育総務課長

田平支所地域振興課市民協働班長

産業振興部水産課長

産業振興部商工物産課長

長崎県農林部農産加工・流通室

水道局参事監

舘浦出張所参事監兼出張所長

産業振興部水産課漁港港湾班長

総務部行革推進課行革推進班長

建設部建設課長

建設部建設課参事兼道路建設班長

建設部建設課維持補修班係長

水道局施設給水班係長

水道局総務班長

建設部建設課建設班係長

総務部長

議会事務局書記

文化観光部長

産業振興部農林課長

市民福祉部市民課長

教育委員会大島分室長

議会事務局議事・調査班長

参事兼指導主事

文化観光部文化交流課交流推進班長

教育委員会生月分室長

教育委員会生涯学習課スポーツ推進班長

財務部税務課主査

北部公民館長兼平戸図書館長兼未来創造館長

永田記念図書館係長

財務部企画財政課契約管財班長

教育委員会田平分室係長

教育委員会生月分室係長

Ｂ＆Ｇ海洋センター係長

北部公民館係長

教育委員会大島分室係長

生月支所地域振興課参事監

田平支所地域振興課参事監

大島支所地域振興課長

大島支所地域振興課参事兼市民協働班長兼大島診療所事務長

市民福祉部福祉課高齢者支援班長

大島支所地域振興課交通船班長

消防署長

消防本部予防課長

消防本部総務課長

消防署中津良出張所副所長

消防署大島出張所長

消防署小隊長兼救急救助係長

平戸市民病院部長医

平戸市民病院主任

生月病院看護師長兼一般病棟看護班長

生月病院技師長兼放射線班長

生月病院看護師主任

生月病院リハビリテーション班長

生月病院主任

総務部
　
　総務課
　

　
　中部出張所
　
　南部出張所

　行革推進課

財務部
     企画財政課

　税務課

市民福祉部　
　市民課
　

　福祉課

文化観光部

　文化交流課

産業振興部
　

　農林課

　水産課
　

　商工物産課

建設部
　
　建設課

水道局

議会事務局

監査委員事務局

農業委員会

教育委員会

　教育総務課
　

　学校教育課　

　生涯学習課
　
　　
　
　
　平戸図書館
　
　永田記念図書館
　
　北部公民館
　
　中部公民館
　　
　生月町中央公民館

　　
　田平町中央公民館

　大島村公民館
　
生月支所
　舘浦出張所

田平支所
　地域振興課

大島支所

　地域振興課
　

　
消防本部

　消防署

平戸市民病院
　　

生月病院

職員の人事異動をお知らせします
－平成28年４月１日付（班長級以上）－

尾　上　輝　義

山野上　和　則

綿 川 祐 一

渋 谷 隆 秀

池　田　圭一郎

賀 来 　 俊

川 口 　 敬

川 渕 　 宏

山 見 弘 幸

松　本　喜美子

江　口　美砂子

橋　口　　　功

森 　 健 治

川 尻 洋 子

岸 　 　 誠

小 川 聖 子

松 山 幹 夫

一　場　恵美子

森　　　美智子

吉 住 廣 子

藤　澤　すみ子

議会事務局事務局長

大島支所長

産業振興部理事

産業振興部長

建設部長

平戸市民病院医療監兼副院長

農業委員会事務局長

生涯学習課長

南部公民館長兼南部出張所長兼多目的研修センター館長

生月保育所長兼山田保育所長兼山田児童館長

生月病院総看護師長

生月病院総技師長

学校教育課参事兼指導主事

学校教育課参事兼指導主事

学校教育課参事兼指導主事

田平支所地域振興課市民協働班係長

平戸市消防署生月出張所長

平戸小学校用務員

平戸幼稚園教諭

大島診療所主任

平戸市民病院主任

■平成28年３月31日付　退職者一覧
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田平町中央公民館長

■任期付職員（公民館長）
氏　　　名

問
農
林
課
鳥
獣
被
害
対
策
班　

　

☎
内
線
２
２
５
６

狩
猟
免
許
試
験
の
お
知
ら
せ

　　

平
成
28
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

受
験
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
関
係
書
類
を
添

え
て
県
北
振
興
局
農
林
部
農
業
企
画
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

受
験
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
に
佐
世
保
市
猟

　

友
会
が
開
催
す
る
狩
猟
講
習
会
の
受
講
を
お

　

勧
め
し
ま
す
。

○
と　

き　

６
月
９
日（
木
）

○
と
こ
ろ　

佐
世
保
市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
試
験
種
目　

網
猟
免
許（
網
が
使
用
で
き
る

　

免
許
）、
わ
な
猟
免
許（
わ
な
が
使
用
で
き
る

　

免
許
）、
第
一
種
銃
猟
免
許（
装
薬
銃
お
よ
び

　

空
気
銃
が
使
用
で
き
る
免
許
）、
第
二
種
銃

　

猟
免
許（
空
気
銃
が
使
用
で
き
る
免
許
）

○
受
付
期
間　

４
月
25
日（
月
）〜
５
月
20
日

　
（
金
）

○
狩
猟
免
許
申
請
手
数
料

　

新
規
５
，
２
０
０
円

　

所
持
者（
別
種
受
験
）３
，
９
０
０
円

○
添
付
書
類

　

▼
狩
猟
免
許
申
請
書

　

▼
医
師
の
診
断
書
な
ど

　

▼
写
真
一
枚

　

▼
住
民
票
ま
た
は
運
転
免
許
証
の
写
し

　

▼
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

○
試
験
申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

　

県
北
振
興
局
農
林
部
農
業
企
画
課　
　
　
　

　

℡
０
９
５
６-

41-

２
０
３
３

○
狩
猟
講
習
会
受
付
先

　

佐
世
保
市
猟
友
会

　

℡
０
９
５
６-

33-

２
８
８
０

○
受
付
期
間　

４
月
25
日（
月
）〜
５
月
13
日

　
（
金
）

　　

平
戸
松
浦
家
三
十
五
代
煕（
観
中)

が
、
20
年

の
歳
月
を
か
け
て
造
園
し
た
名
勝
を
公
開
し
ま

す
。

○
と　

き　

５
月
４
日（
水
）午
前
９
時
〜
午

　

後
３
時
ご
ろ

○
と
こ
ろ　

棲
霞
園
・
梅
ヶ
谷
津
偕
楽
園（
シ
ャ

　

ト
ル
バ
ス
有)

○
内　

容　

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
棲
霞

　

園
や
、
梅
ヶ
谷
津
偕
楽
園
を
南
九
州
大
学
学

　

生
の
解
説
と
共
に
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。
一
味

　

違
っ
た
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。

○
入
場
料　

無
料（
偕
楽
園
建
物
内
４
０
０
円)

問
文
化
交
流
課
文
化
遺
産
班　

　

☎
内
線
２
２
6
9

国
指
定
名
勝
棲
霞
園
お
よ
び
梅
ヶ
谷

津
偕
楽
園
特
別
公
開
を
開
催
し
ま
す

せ
い
か
え
ん



問
商
工
物
産
課
商
工
新
産
業
班　

　

☎
内
線
２
２
1
3

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
崎
西
洋
館
セ
ン
タ
ー

     

☎
０
９
５-

８
０
８-

０
２
５
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 

i
n 

平
戸
市

問
中
小
企
業
庁
長
崎
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

     

☎
０
９
５-

８
２
８-

１
４
６
２

よ
ろ
ず
相
談
会
の
開
催

問
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
佐
世
保

　

 

☎
０
９
５
６-

22-

５
０
９
０

若
者
応
援
相
談
会
i
n
平
戸

ところ
４月15日（金）
５月13日（金）、27日（金）
６月10日（金）、24日（金）
７月８日（金）、22日（金）
８月５日（金）、19日（金）
９月２日（金）、16日（金）
10月14日（金）、28日（金）
11月11日（金）、25日（金）
12月９日（金）、22日（木）
平成29年１月６日（金）、20日（金）
２月３日（金）、17日（金）
３月３日（金）、17日（金）

午前10時
～

午後４時

とき

平戸商工会議所
２階会議室

未来創造館
COLAS平戸

ところ

10月４日（火）

５月２日（月） 11月１日（火）

６月７日（火） 12月６日（火）

７月５日（火） 平成29年１月５日（木）

８月２日（火） ２月７日（火）

９月６日（火） ３月７日（火）

と　　　　　　　　き

未来創造館
COLAS平戸
（会議室Ａ）

午前９時30分
～

午後５時

ところ

５月18日（水） 11月16日（水）

６月15日（水） 12月20日（火）

７月13日（水） 平成29年１月18日（水）

８月17日（水） ２月15日（水）

９月28日（水） ３月15日（水）

10月19日（水）

と　　　　　　　　き

未来創造館
COLAS平戸
（会議室Ｂ）

午後１時30分
～

午後３時30分

問
商
工
物
産
課
商
工
新
産
業
班　

　

☎
内
線
2
2
1
3

補
助
金
の
ご
案
内

問
商
工
物
産
課
商
工
新
産
業
班　

　

☎
内
線
２
２
１
３

個
別
創
業
相
談
会
の
開
催

ところ
５月11日（水） ７月27日（水）

５月18日（水） ８月３日（水）

５月25日（水） ８月10日（水）

６月１日（水） ８月17日（水）

６月８日（水） ８月24日（水）

６月22日（水）

６月15日（水） ９月７日（水）

７月６日（水）

９月14日（水）

７月13日（水）

９月21日（水）

７月20日（水）

９月28日（水）

と　　　　　　　　き

未来創造館
COLAS平戸
（会議室Ａ）

午前10時
～

午後４時

　　

経
営
上
の
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
対
し
て
、

中
小
企
業
診
断
士
な
ど
の
専
門
家
が
、
何

度
で
も
、
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
予
約
制
で
無
料
で
す
。

　　　

若
年
無
業
者（
学
校
中
退
者
、
不
登
校
・

　

就
職
先
を
お
探
し
の
人
や
、
再
就
職
を

希
望
さ
れ
て
い
る
人
は
、
近
く
て
便
利
な

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
長
崎
県
に
よ
る
再
就
職
の
た
め
の
、

セ
ミ
ナ
ー
や
面
接
指
導
な
ど
も
無
料
で
受

講
で
き
ま
す
。

○
内　

容　

平
戸
市
、
佐
世
保
市
北
部
、

　

松
浦
市
、
北
松
地
域
の
詳
細
な
求
人
情

　

報
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
保
険
受

　

給
中
の
人
は
、
求
職
活
動
実
績
に
カ
ウ

　

ン
ト
で
き
ま
す
。

　　　

　　　

市
で
は
、
中
小
企
業
者
向
け
に
融
資
す

る「
平
戸
市
中
小
企
業
振
興
資
金
制
度
」

を
創
設
し
て
い
ま
す
。

　

経
営
に
必
要
な
、
運
転
資
金
お
よ
び
設

備
資
金
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
内
で
こ
れ
か
ら
事
業
を
始
め

よ
う
と
す
る
人
や
、
市
内
で
創
業
後
５
年

未
満
の
人
を
対
象
に
、
創
業
時
に
必
要
な

資
金
を
融
資
す
る「
平
戸
市
中
小
企
業
創

業
支
援
資
金
制
度
」を
創
設
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　
　

※

制
度
や
資
金
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
商
工
物
産

　

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

休
学
生
、
未
就
職
卒
業
生
）な
ど
を
対
象

に
、
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
内　

容　

就
職
相
談
、
就
職
活
動
セ
ミ

　

ナ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
教
室（
基
礎
編
）な
ど
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▲
需
要
開
拓
事
業

　

▲
販
路
開
拓
事
業

　

▲
創
業
支
援
事
業

　

▲
地
域
拠
点
商
店
街
支
援
事
業

○
募
集
期
限　

５
月
31
日（
火
）

「
６
次
産
業
化
支
援
事
業
補
助
金
」

○
対
象
者　

農
林
水
産
物
に
よ
る
６
次
産

　

業
化
お
よ
び
農
商
工
連
携
に
取
り
組
む

　

農
林
漁
業
者
な
ど

○
補
助
の
対
象
と
補
助
額　

　

▲
新
た
に
農
林
水
産
品
を
利
用
し
た
加

　
　

工
品
の
開
発
に
取
り
組
む
た
め
の
設

　
　

備
投
資
経
費
の
３
分
の
２
以
内
、
限

　
　

度
額
２
０
０
万
円

　

▲
常
勤
の
新
規
雇
用
者
を
１
人
雇
用
し

　
　

た
事
業
者
は
、
経
費
の
５
分
の
４
以

　
　

内
、
限
度
額
５
０
０
万
円

「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補

助
金
」

○
対
象
者　

市
内
の
住
宅
に
住
宅
用
太
陽

　

光
発
電
シ
ス
テ
ム（
10
ｋ
ｗ
未
満
）を
設

　

置
す
る
人

○
補
助
金
の
額　

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

　

の
最
大
出
力
１
ｋ
ｗ
当
た
り
２
万
円（
上

　

限
10
万
円
）

※
各
種
補
助
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
商
工
物
産
課

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　　

無
料
で
中
小
企
業
診
断
士
な
ど
の
専
門

　

除
く
）、
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、

　

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
創
業
希

　

望
者

　

▲
補
助
額　

創
業
に
必
要
な
設
備
投
資

　
　

経
費
の
３
分
の
２
以
内
、
限
度
額
１

　
　

０
０
万
円

○
募
集
期
限　

５
月
31
日（
火
）

「
商
店
街
空
き
店
舗
等
活
用
促
進
事
業
補

助
金
」

○
対
象
者　

商
店
街
の
空
き
店
舗
な
ど
を

　

活
用
し
て
新
規
出
店
す
る
個
人
、
法
人

　

な
ど

○
対
象
と
な
る
商
店
街
区
域

　

▲
平
戸
北
部
地
区　

都
市
計
画
区
域
内

　
　

の
商
業
地
域

　

▲
そ
の
他
の
地
区　

長
崎
県
ま
ち
な
か

　
　

活
性
化
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

　
　

く
、「
ま
ち
な
か
」「
準
ま
ち
な
か
」の

　
　

区
域

○
補
助
の
対
象
と
補
助
額

　

▲
店
舗
改
装　

経
費
の
３
分
の
２
以
内
、

　
　

限
度
額
２
０
０
万
円

　

▲
店
舗
の
賃
料　

賃
料
の
２
分
の
１
以

　
　

内
、
限
度
額
５
万
円/

月（
最
長
12
カ

　
　

月
）

○
募
集
期
限　

５
月
31
日（
火
）

｢

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金｣

　

商
店
街
の
集
客
や
新
商
品
の
開
発
な
ど

に
取
り
組
む
個
人
・
法
人
に
対
し
て
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
内
容

　

▲
商
店
街
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

　

▲
新
商
品
、
新
技
術
開
発
事
業

　　「
中
小
企
業
等
設
備
投
資
促
進
事
業
補
助

金
」

○
市
内
で
３
年
以
上
、
製
造
業
ま
た
は
情

　

報
通
信
業
を
営
ん
で
い
る
事
業
者

　

▲
補
助
額　

事
業
拡
大
に
必
要
な
設
備

　
　

投
資
経
費
の
３
分
の
２
以
内
、
限
度

　
　

額
５
０
０
万
円（
雇
用
要
件
有
り
）

○
企
業
立
地
奨
励
条
例
に
基
づ
く
奨
励
企

　

業
な
ど
で
、
新
規
の
正
規
雇
用
者
を
３

　

人
以
上
雇
用
す
る
事
業
者

　

▲
補
助
額　

経
費
の
２
分
の
１
以
内
、

　
　

限
度
額
１
，
０
０
０
万
円（
新
規
の

　
　

正
規
雇
用
者
を
５
人
以
上
雇
用
す
る

　
　

場
合
は
、
限
度
額
１
，
５
０
０
万
円
）

○
市
内
で
３
年
以
上
、
製
造
業
、
情
報
通

　

信
業
、
小
売
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス

　

業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
事
業
者

　

▲
補
助
額　

事
業
拡
大
に
必
要
な
設
備

　
　

投
資
経
費
の
３
分
の
２
以
内
、
限
度

　
　

額
１
０
０
万
円

○
募
集
期
限　

５
月
31
日（
火
）

「
も
の
づ
く
り
創
業
支
援
事
業
補
助
金
」

○
製
造
業
、
情
報
通
信
業
の
創
業
希
望
者

　

▲
補
助
額　

創
業
に
必
要
な
設
備
投
資

　
　

経
費
の
３
分
の
２
以
内
、
限
度
額
５

　
　

０
０
万
円

○
卸
売
業
、
小
売
業（
無
店
舗
小
売
業
を
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家
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

創
業
に
関
す
る
こ
と
以
外
に
も
、
現
在

事
業
を
営
ん
で
い
る
人
の
経
営
に
関
す
る

相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。
事
前
の
予
約
が

必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

中
小
企
業
者
、個
人
事
業
者
、

　

創
業
希
望
者

○
相
談
料　

無
料　

○
相
談
例　

経
営
相
談
全
般
、 

新
規
創
業

　
（
開
業
）、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
事
業
継
承
、

　

融
資
な
ど
の
資
金
調
達
、
販
売
・
マ
ー

　

ケ
テ
ィ
ン
グ
、 

地
域
資
源
活
用
、
経
営

　

革
新
し
て
業
績
ア
ッ
プ
し
た
い
、
事
業

　

計
画
を
作
成
し
た
い
な
ど


